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人 口 ・面 積( 53. 2. 1)

世 帯　　　　　205, 168
人 口　　　　　625, 776
男　　　　　　316, 752
女　　　　　　309, 024

面積　　　　　53. 25km2
人口密度　　11, 751人/ km2

健
や
か
に
育
て
子
供
た
ち

楽
し
く
遊
び
楽
し
く
学
ぼ
う

みんなの施設
児童館

「青
少
年
の
健
全
育
成
」,
こ
れ
は
区
政
重
点
施
策

の
一
つ
で
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、子
供
た
ち
の
た
め

の
施
設
の
充
実
を
進
め
て
い
ま
す
。学
校
が
終
わ
る
と

す
ぐ
塾
へ
通
う
子
供
,
テ
レ
ビ
に
か
じ
り
つ
く
子
供
が

増
え
て
い
が
、児
童
館
で
は
,
そ
ん
な
子
供
た
ち

に
、よ
り
明
る
く
、よ
り
健
康
に
弯
っ
て
も
ら
お
う
と
、

施
設
を
整
え
、
数
々
の
趣
向
を
こ
ら
し
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
に
、区
内
初
の
児

童
館
が
西
伊
興
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
が
,
そ
れ
以
来
,
着
々
と
増
設
が

進
み
,
現
在
で
は
、
九
館
に
な
り
ま

し
た
。

児
童
館
は
、
子
供
た
ち
に
健
全
な

遊
び
を
与
え
,
健
康
を
増
進
し
,
あ

わ
せ
て
情
操
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
供
だ
ち
か
,
自
山
に
利
用
で
き

伸
ひ
伸
び
と
す
ご
せ
ま
す
。

今
ま
で
,
一
度
も
行
っ
た
こ
と
の

な
い
人
も
,
友
だ
ち
と
一
緒
に
顏
を

だ
し
て
み
ま
し
I
つ
。

開
館
時
間
は
,
午
前
九
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で
で
す
。

児
童
館
の

施
設
内
容

▼
集
会
室
兼
遊
戯
室
…
子
ど
も
会
の

会
合
や
,
映
画
会
な
ど
が
で
き
る

ほ
か
,
自
由
に
遊
べ
る
広
場
と
し

て
も
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
卓

球
も
で
き
ま
す
。

▼
図
書
室
…
絵
本
や
児
童
小
説
な
ど

子
供
む
け
の
本
が
そ
ろ
え
て
あ
り

ま
す
。
読
書
や
勉
強
の
場
と
し
て

利
用
で
き
ま
す
。

▼
工
作
室
…
ね
ん
土
・
紙
細
工
,
絵

の
具
,
彫
刻
な
ど
の
工
作
用
具
が

そ
ろ
え
て
あ
り
ま
す
。
飛
行
機
や

自
助
車
な
ど
の
プ
ラ
モ
デ
ル
も
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
音
楽
室
…
ピ
ア
ノ
、
オ
ル
ガ
ン
、

ギ
タ
ー
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
楽
器

が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
演
奏
や
コ

ー
ラ
ス
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
学
童
保
育
室
…
学
校
か
ら
帰
っ
て

も
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
が
仕
事

に
出
て
、
}
人
で
い
る
子
供
が
,

楽
し
く
遊
ん
だ
り
、
勉
強
す
る
た

め
の
施
設
で
す
。

児
童
館
の
催
し
物

児
童
館
で
は
、
よ
り
楽
し
く
す
ご

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
映
画
会
や

各
租
の
教
室
,
オ
セ
ロ
大
会
,
お
ぱ

け
大
会
,
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
催
し
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
,

区
民
カ
レ
ン
ダ
ー
や
、
各
児
童
館
の

掲
示
板
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

休

館

日

▽
毎
週
月
曜
日
(
第
三
日
曜
日
の
翌

日
は
除
き
ま
す
)

▽
毎
月
第
三
日
曜
日

▽
館
内
整
理
日
(
毎
月
一
回
)

▽
国
民
の
祝
日
、
年
末
・
年
始

た
だ
し
、七
月
二
十
日
?
(
月
三

十
一
日
は
毎
週
日
曜
日
が
休
館
日
で

す
。

今日も元気に… …西保木間児童館

児
童
館
・
老
人
館
オ
ー
プ
ン

四
月
……
栗
原
と
小
台
に

四
月
に
栗
原
と
小
台
に
児
童
館
・

老
人
館
か
聞一
館
し
ま
す
。

今
ま
で
の
も
の
と
合
わ
せ
る
と
,

区
内
の
児
童
館
数
は
十
}
に
な
り
ま

す
。
ま
た
,
老
人
館
は
六
館
に
な
り

ま
す
。
こ
の
二
つ
の
館
は
,
全
館
冷

暖
房
が
完
備
し
て
い
ま
す
。

規
模
概
要

栗
原
西
児
童
館
・
老
人
館

所
在
地…
票
原
四
丁
目
一
九
上
五

竜
話
…
入
九
九
-
(
七
六
一

交

通
…
東
武
繃
西
新
井
駅
ま
た
は

竹
の
塚
駅
下
車

徒
歩
十
五
分

建
物
…
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

二
階
建
、
延
床
面
積
七
五
三
・
三

三
平
方
㍍

児
童
館
施
設
…
ご
ろ
ご
ろ
広
場
,
エ

作
室
,
学
童
保
育
室
,
児
童
館
広

場
老
人
館
施
設
…
大
広
間
,
娯
楽
室
,

男
女
浴
室
,
集
会
室

小
台
児
童
館
・
老
人
館

所
在
地…
小
台
二
丁
目
四
五
一
四

電
話…
九
一
四
上
二
四
二
七

交
通
…
足
立
区
役
所
前
―
王
子
駅

循
環
バ
ス

小
台
町
停
留
所
下
車

徒
歩
二
分

建
物
…
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

二
階
建
,
延
床
面
積
七
四
六
・
四

一
平
方
㍍

児
童
館
施
設
…
児
童
館
広
場
、
小
広

場
・
工
作
室
・
学
童
保
育
室

老
人
館
施
設
…
大
広
間
,
娯
楽
室
,

男
女
浴
室
,
集
会
室

区民センター

図書館にも

子供の施設

子
供
の
施
設
と
し
て
,
今
ま
で
ご

紹
介
し
た
児
童
館
の
ほ
か
,
区
民
セ

ン
タ
ー
の
児
童
施
設
が
あ
り
ま
す
。

区
民
セ
ン
タ
ー

は
,
五
か
所
あ
り
,

図
書
室
、
卓
球
室
,
音
楽
室
、
工
作

室
な
ど
,
児
童
館
と
ほ
ぼ
同
じ
施
設

が
と
と
の
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
,
東
部
セ
ン
タ
ー
に
は
,

遊
び
な
が
ら
交
通
ル
ー

ル
を
覚
え
る

交
通
公
園
,
中
部
セ
ン
タ
ー

に
は
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
,
区
内
に
七
館
あ
る
区
立
図

書
館
に
も
、
小
中
学
生
の
閲
覧
室
や

児
童
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
,
紙

し
ば
い
,
児
童
図
書
,
参
考
書
な
ど

を
そ
ろ
え
、
皆
さ
ん
の
お
い
で
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す

。

上… …栗原西児童館・老人館
下……小台児童館・老人館

児童館・センター・図書館一覧

すずかけ
三
月
六
日
は

啓
蟄
(
け
い
ち

つ
)
-

地
中
で

冬
ご
も
り
そ
し

て
い
た
虫
が
は

い
出
し
て
く
る

口
i
と
な
っ
て

い
ま
す
が
,
オ
ー
バ
ー
の
い
ら
な

い
暖
か
い
日
が
一
転
し
て
北
風
の

冬
に
な
っ
た
り
し
て
,
と
か
く
落

ち
着
か
な
い
時
期
で
す
。

一
月
十
四
日
の
「
伊
豆
大
島
近

海
の
地
震
」
で
,
改
め
て
地
震
予

知
・
予
報
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。
先
日
の
N
H
K

教
育
テ
レ

ビ
で
中
国
の
い
く
つ
か
の
成
功
例

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
,
我
が
国

も
早
期
に
予
知
体
制
の
確
立
を
図

ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
地
方
自
治
体
側
と
し
て
「
情

報
の
一
人
あ
る
き
」
の
な
い
よ
う

に
、
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
を

再
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

湃
冲
琲
勳
に
な
ぞ
と
。
恥
た
右

は
落
ち
つ
き
を
失
う
の
が
常
で
す

が
被
害
を
最
少
限
に
止

め

る
に

は

、
ふ
だ
ん
の
心
が
ま
え
が
何
よ

り
大
切
で
す
。区
民
の
皆
さ
ま
も
,

手
早
く
火
の
始
末
、
避
難
場
所
は

ど
こ
か
等

、
と
っ
さ
に
し
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
,
家
族
で
話

し
合
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
家

族
の
防
災
会
議
を
提
案
し
ま
す
。

足
立
区
畏
　
長
谷
川
久
勇

□
区
民
相
談
(
区
役
所
一
階
区
民
相
談
室
)

一
般
家
事
相
談
(
家
庭
生
清
の
悩
み
ご
と
な
ど
)
…
土
・
日
曜
,
祝
日

を
除
く
毎
日
　
午
前
九
時
?
午
後
四
時

結
婚
相
談
(
配
偶
者
を
お
さ
が
し
の
方
)
・
・
・
木
・
日
曜
,
祝
日
を
除
く

毎
日
　
午
前
九
時
?
午
後
四
時
(
土
曜
日
は
午
前
中
)

法
律
相
談
(
土
地
・
相
統
・
離
婚
な
ど
)
…
毎
週
木
曜
日
　
午
後
一
時

～
四
時
　
▽
毎
月
第
三
水
曜
日
　
午
後
一
時
?
四
時
　
第
二
庁
舎

※
関
係
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

税
務
相
談
(
税
金
の
問
題
に
つ
い
て
)
=
・
毎
週
金
曜
日
　
午
後
一
時
～

四
時

行
政
相
談
(
役
所
の
仕
事
で
困
っ
た
こ
と
や
苦
情
な
ど
)
=
・
毎
月
第
二

金
曜
日
　
午
後
一
時
?
四
時

更
正
保
護
相
談
(
更
正
保
護
や
指
導
)
・
=
毎
週
第
三
遍
を
除
く
金
曜
日

午
前
十
時
?
午
後
四
時

人
権
身
の
上
相
談
(
人
権
侵
害
や
身
の
上
の
こ
と
)
・
=
毎
月
第
三
金
曜

日
　
午
後
一
時
?
四
時

高
齢
者
職
業
相
談
…
毎
月
第
四
火
曜
日
　
午
前
十
時
?
午
後
三
時

交
通
事
故
相
談
…
毎
週
月
?
金
曜
日
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
(
祝
日

は
除
く
)

□
福
祉
事
務
所
の
相
談

ろ
う
あ
者
相
談
(
手
話
奉
仕
員
が
相
談
を
受
け
ま
す
)
・
・
・
毎
月
第
一
木

曜
日
-
足
立
福
祉
　
第
二
木
眼
日
-
中
部
福
祉
　
第
三
木
曜
日
1
東

部
福
祉
　
第
四
木
曜
日
1
西
部
福
祉
の
各
福
祉
事
務
所
　
時
間
は
,

い
ず
れ
も
午
後
一
時
～
五
時

生
活
保
護
相
談
…
老
人
相
談
・
母
子
相
談
・
身
障
者
相
談
毎
日
午
前

九
時
'
l午
後
五
時
(
土
曜
は
午
前
中
)

□
そ
の
他
の
主
な
相
談

教
育
相
談
(
子
ど
も
の
知
恵
遅
れ
,
学
業
,
情
緒
障
害
,
身
体
虚
弱
な

ど
)
・
・
・
毎
日
午
前
九
時
?
午
後
四
時
三
十
分
(
土
曜
日
は
午
前
中
)

教
育
セ
ン
タ
ー
内
　
教
育
相
談
室
　

　
(
五
〇
I
(
(

〇
一

赤
ち
ゃ
ん
の
相
談…
区
内
各
保
健
所
・
保
健
相
談
所

公
害
相
談
…
叺
役
所
公
害
課

緑
の
相
談
…
区
役
所
環
境
課

消
費
者
相
談
(
消
費
生
活
上
の
間
閣
)
・
・
・
平
日
午
前
十
時
?
午
後
四

時
　
消
費
者
セ
ン
タ
ー
　

　
(
七
〇
一

一
三
九
一

区
政
に
関
す
る
苦
情
…
区
役
所
五
階
広
報
課
広
聴
担
当
へ
。

ご 協 力 を

「緑の羽根」募 金

最
近
,
都
市
化
の
進
行
と
と
も
に
失

わ
れ
て
き
た
緑
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
連
帯
に
よ

っ
て
,
東
京
を
緑
豊
か
な
町
と
す
る
た

め
,
首
都

緑
化
推
進
委
員
会
で
は
,

「
緑
の
羽
根
」
募
金
に
よ
る
緑
化
運
動

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

三
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
,

こ
の
運
動
を
実
施
し
ま
す
の
で
,

ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
,
募
金
の
受
付
け
は
,
左
記
で

行
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り
ま
と
め
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
区
職
員
が
お
伺
い
し
ま

す
の
で
,
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
区
役
所
緑
化
係
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あ
な
た
も
収
穫
の
喜
び
を

区
民
農
園
利
用
者
募
集

都
市
の
中
で
生
活
す
る
私
た
ち

は
、
自
然
に
親
し
む
機
会
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、区

で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
農
圜
づ
く

り
を
通
じ
て
、
土
や
緑
に
親
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
、区
民
農
園
を
般
置

し
賃
出
し
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、家
族
ぐ
る
み
で
自
然

と
親
し
み
、野
菜
や
花
な
ど
を
つ
く
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
I
つ
か
。

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の

要
領
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
名
称
・
所
在
地

「
古
千
谷
区
民
農
園
」
足
立
区
古

千
谷
二
丁
目
七
-
三
、
竹
の
塚
駅
か

ら
入
谷
循
環
バ
ス
で
入
谷
駐
在
所
下

車
二
分

○
募
集
区
画

一
一
〇
区
画
(
一
区
画
一
五
平
方

メ
ー
ト
ル
)

○
利
用
料

無
料
。
た
だ
し
、
種
苗
、
肥
料
、

用
具
な
ど
は
自
分
で
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。
水
道

、
便
所
の
設
備
は
あ
り

ま
す
。

○
応
募
資
格

区
内
に
居
住
し
耕
作
す
る
土
地
か

な
く
園
芸
に
熟
意
の
あ
る
方
と
六
十

峨
以
上
の
お
と
し
よ
り
の
方
(
一
世

帯
一
区
画
に
隕
り
ま
す
)

○
申
込
締
切

三
月
十
日
ま
で
の
到
着
分

○
申
込
方
法

必
ず
往
復
(
ガ
キ
を
使
用
す
る
こ

と
。
左
の
記
入
例
を
参
考
に
往
信
欄

に
は
最
初
に
「区
民
農
園
申
込
み
」

と
書
き
、
申
込
者
氏
名
(
ふ
り
が
な

を
つ
け
る
)
、
住
所
、
家
族
構
成
(
氏

名

、
年
齢
)

、I
話
番
号
の
順
に
書

い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
六
十
歳
以

上
の
お
と
し
よ
り
の
方
は
、
特
に
、

老
人
コ
ー
ナ
ー
希
望

と

書
い
て
く

・
r
さ
い
。
返
僂
用
め
あ
て
先
欄
に
申

込
者
の
住
所
、
氏
名
を
お
忘

れ

な

○
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

区
役
所
緑
化
係

苗木を差しあげます

ネムノキ・モチノキなど

区
で
は
町
に
緑

を
増
や
し
、
皆
さ

ん
に
緑
に
親
し
ん

で
い
た
だ
こ
う

と
、苗
木
の
無
料

配
布
を
行
な
い
ま

す
。ご

希
望
の
方

は
、往
復
(
ガ
キ

に
樹
種
名
・
配
布

場
所
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
う
え

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
樹
種
・
本
数

ネ
ム
ノ
キ
(
五
百
本
)

モ
チ
ノ
キ
(
千
五
百
本
)

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ツ
ツ
ジ
(
五
百
本
)

○
申
込
締
切

三
月
(
日
ま
で
の
到
肴
分

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
緑
化
係
へ

。

手づくりの野菜を食卓に

ハ ガ キ の 記 入 例

※ 配布場所一覧表

ご参加ください

区民の声をきく会
一 基本構想策定にあたってー

基
本
構
想
策
定
に
あ
た
っ
て

、「
区

民
の
声
を
き
く
会
」
の
日
程
と
会
場

が
決
ま
り
ま
し
た
。

足
立
区
の
望
ま
し
い
将
来
像
は
何

か
、
そ
の
た
め
匈
を
行
な
う
べ
き
か

を
区
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
る
会

で
す
。地
域
ご
と
に
会
場
を
予
定
し

て
お
り
、
ど
の
会
場
で
も
参
加
は
自

由
で
す
。ご
都
合
の
よ
い
会
場
に
、

一
人
で
も
多
く
の
区
民
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
テ
ー
マ
を
部
門
別
に

分
け
た
「
区
民
の
声
牙
き
く
会
(
部

門
別
ご

も
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
齢
誘
い
あ
わ
せ
の
う
ぇ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
部
基
本
檎
想

担
当
へ
。

区民の声をきく会日程

※ 時間は、いずれも午後6時から8時まで。

区民の声をきく会( 部門別) 日程

※ 時間は、いずれも午後2 時 から4 時まで。

心
身
障
害
の
方
へ

福
祉
電
話
を

お
貸
し
し
ま
す

重
度
心
身
障
害
者
の
い
る
ご
家
庭

に
I
話
を
お
賃
し
し
ま
す
。

資
格
要
件
　
日
常
生
活
に
電
話
が
必

要
で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

世
帯

○
区
内
に
住
所
が
あ
る

○
障
害
者
が
現
に
在
宅
し
て
い
る

○
障
害
程
度
が
身
体
障
害
者
手
帳
一

級
ま
た
は
愛
の
手
帳
一
度
の
方
、

あ
る
い
は
こ
れ
に
準
す
る
重
度
の

障
害
を
有
す
る
方
が
い
る
世
帯

○
生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助
を
受
け

て
い
る
か
、住
民
税
均
等
割
以
下

の
世
帯

申
請
に
必
要
な
も
の

世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し
、

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳
ま

た
は
診
断
書
、
印
鑑

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
援

寢
係

高齢者事業団
四月に設立

入会申込と個別面談実施

高
齢
者
の
福
祉
と
労
勵
の
両
面
に

ま
た
が
る
新
し
い
試
み
と
し
て

、
足

立
区
は
本
年
四
月
に
、
高
齢
者
事
業

邱
を
設
立
し
ま
す
。

こ
の
た
ひ
、
高
齢
者
事
業
団
に
入

会
を
希
望
す
る
一
人
ひ
と
り
の

方

に
、
仕
事
の
種
類
、
働
く
時
間
、
健

康
状
態
な
ど
を
く
わ
し
く
お
聞
き
す

る
た
め
、
日
程
表
の
と
お
り
個
別
面

談
を
行
な
い
ま
す
。
入
会
を
ご
希
望

の
方
は
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
事
業
団
と
は

高
齢
の
た
め
、
就
職
が
む
ず
か
し

い
方
や
、
就
職
は
望
ん
で
い
な
い
が

何
か
仕
事
が
し
た
い
、
な
ん
ら
か
の

収
入
を
得
た
い
と
い
う
高
齢
者
が
集

ま
っ
て
、
区
や
民
間
事
業
所
、
家
庭

な
ど
か
ら
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
仕

事
を
引
き
受
け
、
各
人
の
希
望
と
経

餤
や
能
力
に
応
じ
て
従
事
し
て
い
く

た
め
の
団
体
で
す
。

事
業
主
・
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

高
齢
者
に
適
し
た
仕
事
を
発
注
し

て
く
だ
さ
い
。

一
般
雇
用
に
は
な
じ
ま
な
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
が
、健
康
で
勵
く
意

欲
の
あ
る
高
齢
者
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。人
生
経
験
豊
か
な
高
齢
者

は
、
豊
富
な
知
識
や
技
能
な
ど
、
長

所
・
利
点
を
も
っ
て
い
ま
す
。

「
手
軽
に
仕
事
が
た
の

め
る

所

が
」
と
お
考
え
に
な
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
ど
ん
な
仕
事
で
も
お

引
き
受
け
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
高
齢
者
事

業
団
設
立
担
当

高齢者事業団入会申込と個別面談日程

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

同
和
地
区
は
ど
の
よ
う
に
し
て

で
き
た
の
で
す
か
(
1
)

皆
さ
ん
は
「
士
・
農
・
エ
・
商
」

と
い
う
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
ね
。

江
戸
時
代
は
全
人
口
の
お
よ
そ
七

パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
武
士
階
級

が
他
の
人
ぴ
と
を
支
配
し
て
い
ま

し
た
。
徳
川
幕
府
は
当
時
の
主
要

な
生
産
者
で
あ
る
農
民
を
身
分
と

し
て
は
武
士
の
次
に
お
き
、
職
人

や
商
人
は
農
民
の
下
に
お
く
、
い

わ
ゆ
る
「
士
・
農
・
エ
・
商
」
と

い
う
身
分

制
度
を
確

立
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
圧
倒
的
多
数

で
あ
る
民
衆
の
抵
抗
を
お
さ
え
、

民
衆
の
力
を
分
断
し

、
民
衆
を
支

配
し
て
い
こ
う
と
し
た
わ
け

で

す
。
し
か
も
「
農
工
商
」の
下
に
、

さ
ら
に
低
い
身
分
を
制
度
と
し
て

つ
く
り
、
不
満
や
抵
抗
を
下
に
向

け
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

つ
ま
り
農
民
や
町
人
を
分
裂
さ

せ

、
権
力
に
向
け
て
く
る
抵
抗
を

そ
ら
し
、
幕
藩
体
制
の
維
持
強
化

を
は
か
る
た
め
に
「
農
工
商
」
の

身
分
の
下
に
、
さ
ら
に
「
エ
タ
・

非
人
」
と
い
う
最
も
低
い
身
分
を

設
け
た
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
人
々
の
居
住
地
を
制

限
し
、
住
居
の
移
転
を
禁
止
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
は
っ
き
り
他
と

区
別
を
つ
け
て
差
別
を
徹
底
し
よ

う
と
し
ま
し
た
。こ
れ
が
現
在
ま

で
残
さ
れ
て
い
る
郎
落
差
別
の
は

じ
ま
り
な
の
で
す
。

重
い
年
貢
と
苦
し
い
生
活
に
よ

る
農
民
の
不
満
が
高
ま
る
と
、
そ

れ
を
そ
ら
す
た
め
に
、
部
落
の
人

ぴ
と
に
対
す
る
差
別
を
強
化
し
ま

し
た
。
職
業
を
制
限
し
た
り
、神

社
や
寺
院
の
行
事
か
ら
除
外
し
た

り
、入
会
権
や
水
利
権
の
制
限
、

通
婚
の
禁
止
、
と
き
に
は
、衣
服

や
髪
の
形
ま
で
農
民
や
町
人
と
変

わ
っ
た
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
の

で
す
。

さ
ら
に
、一
揆
や
う
ち
こ
わ
し

の
鎮
圧
や
、
そ
の
指
導
者
の
処
刑

に
当
た
ら
せ
る
な
ど
、
巧
妙
な
や

り
方
で
農
民
た
ち
の
憎
し
み
を
部

落
の
人
び
と
に
向
け
さ
せ
て
い
っ

た
の
で
す
。

つ
ま
り
、
同
和
地
区
は
自
然
に

で
き
た
の
で
は
な
く
、
支
配
者
の

政
策
に
よ
り
つ
く
ら
れ
た
も
の
と

言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は

、
区
役
所
同
和
対

策
担

当

へ
。

請
求
は
三
月
三
十
一
日
ま
で

戦
没
者
遺
族
の

第
二
回
特
別
弔
慰
金

戦
没
者
遺
族
に
対
す
る
第
二
回

特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は
、
昭

和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

で
す
。
左
記
に
該
当
す
る
方
で

、

ま
だ
購
求
を
し
て
い
な
い
方
は
至

急
請
求
手
続
を
と
っ
て

く

だ
さ

い
。

■
該
当
す
る
方
―
昭
和
十
二
年
七

月
七
日
(
日
華
事
変
)
以
降
の
戦

没
者
の
遺
族
で
、
昭
和
五
十
年
四

月
一
日
に
お
い
て
、公
務
扶
助
料

・
遺
族
年
金
な
ど
を
受
給
で
き
る

人
が
死
亡
等
の
理
由
に
よ
り
、す

べ
て
い
な
く
な
っ
た
か
、
ま
た
は

当
初
か
ら
全
く
い
な
か
っ
た
遺
族
(

兄
弟
姉
妹
ま
で
)

■
支
給
金
額
―
二
十
万
円
(
十
年

償
還
国
債
)

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
援
護
係

へ
。

申
請
は
お
済
み
で
す
か

私
立
幼
稚
園
・
幼
稚
園
類
似
施

設
園
児
の
保
護
者
に
対
す
る

補
助
金

す
で
に
、
「
区
の
お
知
ら
せ
」(

二
月
五
日
号
)
で
ご
案
内
し
ま

し
た
が
、
私
立
幼
稚
園
お
よ
び
幼

稚
園
類
似
施
設
園
児
の
保
護
者
の

負
担
を
軽
域
す
る
た
め
、
区
で
は

補
助
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

区
外
の
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼

稚
園
類
似
施
般
に
在
籍
す
る
園
児

の
保
護
者
で
、
ま
だ
手
続
き
を
し

て
い
な
い
方
は
至
急
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

区
内
の
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼

稚
圃
類
似
施
設
に
通
園
し
て
い
る

園
児
の
保
鍵
者
に
つ
い
て
は
、
園

で
申
請
済
で
す
。

な
お
、幼
稚
園
類
似
施
設
と

は
、補
助
金
基
準
に
該
当
し
た
園

で
、保
育
所
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

<
補
助
金
の
額
>

(
1
)
五
歳
児
一
人
に
つ
き
月
額
三
千

円
(
2
)
四
歳
児
一
人
に
つ
き
月
額
二
千

五
百
円
(
年
齢
は
、昭
和
五
十
二

年
四
月
一
日
現
在
の
満
年
齢
に
よ

る
)

<
受
付
場
所
お
よ
び
受
付
期
限
>

○
区
役
所
七
階
教
育
委
員
会
幼
児

教
育
担
当

○
三
月
六
日
(
月
)
ま
で

※
昭
和
五
十
二
年
度
の
補
助
金
を

期
限
ま
で
に
申
請
し
ま
せ
ん
と
、

補
助
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
必
ず
期
限
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
教
育
委
員
会
幼
児

教
育
担
当
へ
ど
う
ぞ
。

国
民
年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

最
近
、
区
民
の
方
々
の
年
金
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
問
い
合

わ
せ
も
非
常
に
多
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。

ま
た
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
雑
誌

等
に
お
い
て
も
、
年
金
の
問
胆
が

多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

区
役
所
で
は
、
年
金
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
相
談
の
あ
る
方
の
た
め

に
、
毎
月
年
金
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

今
月
の
相
談
日

三
月
十
七
日
(
金
)
午
前
十
時
?

午
後
三
時
三
十
分

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

区
役
所
二
階
国
民
年
金
課
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早
期
発
見

早
期
治
療
の
た
め
に

胃
が
ん
検
診
を

が
ん
は
早
期
発
見
、
早
期
冶
療
が

大
切
で
す
。
保
健
所
で
は
、
次
の
と

お
り
冐
が
ん
検
珍
(
無
料
)
を
行
な

い
ま
す
。

あ
な
た
も
年
に
}
度
は
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

対
象
　
膺
三
十
五
歳
以
上
の
区
民

〔千
住
保
健
所
(
東
和
・
江
北
保

健
相
陝
所
を
含
む
)
管
内
の
方
〕

な
お
、治
療
中
の
万
、臂
の
手
術
-

を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

場
所
・
期
日
　
千
住
保
健
所
一
四
月

六
日
(
木
)
、
五
月
二
日
(
火
)
、

五
月
二
十
三
日
(
火
)

東
京
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
・
:
四

月
六
日
(
木
)
、
四

月
七
日
(
金
)

東
和
保
健
相
峡
所
…

四
月
十
日
(
月
)

江
北
保
健
相
談
所
…

五
月
十
五
日
(
月
)

募
集
人
員
　
先
着
三
百

五
十
名

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ

キ
に
希
望

す
る
月

日
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、一
話

番
号
、冐
の
検
診
希
望
と
記
入
し
、

千
住
保
健
所
へ

。

申
込
締
切
　
三
月
十
五
日
(
水
)
ま

で
(
当
日
消
印
有
効
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
千
住
保
健

所
業
務
係
　
〒
1
7
0千
住
伸
町
七
六

　
(
八
(
-

四
二
七
七

働
い
て
い
る

妊
婦
さ
ん
に

母
親
学
級
を
開
催

お
仕
事
を
お
持
ち
の
妊
婦
さ
ん
の

た
め
に
、
一
日
で
終
了
す
る
母
親
学

級
を
開
催
し
ま
す
。
健
康
な
赤
ち
ゃ

ん
を
生
む
こ
と
に
よ
り
平
和
で
幸
せ

な
家
庭
生
酒
を
桑
き
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
三
月
十
一
日
(
土
)
午
後
一

時
?
四
時

場
所
　
千
住
保
健
所
講
堂

定
員
　
二
十
五
名

内
容
　
妊
婦
中
の
生
理
、
衛
生
、栄

養
、*
産
の
あ
と
の
健
康
、
新
生

児
の
扱
い
方
、
赤
ら
や
ん
の
育
て

方
、
質
疑
応
答
(
費
用
無
料
)

申
込
方
法
　
三
月
九
日
(
木
)
ま
で

に
竜
話
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
千
住
保
健

所
業
務
係
　
　
(
八
(
一
四
二
七

七
へ
。

ご
参
加
く
だ
さ
い

心
臓
病
児
を
も
つ

親
の
つ
ど
い

東
京
都
で
は
、
心
臓
病
の
お
子
さ

ん
を
お
も
ち
の
ご
家
族
の
方
に
、
小

児
心
臓
病
に
対
す
る
正
し
い
知
雌
と

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

「
心
臓
病
児
を
も
つ
親
の
つ
ど
い
」

を
閣一
催
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

日
時
　
三
月
十
一
日
(
土
)
午
後
○

時
四
十
五
分

場
所
　
全
国
労
音
会
館
(
国
一
水
道

橋
駅
西
[
‥
【
五
分
】

内
容
　
講
演
「
子
ど
も
の
心
臓
病
と

養
護
」(
講
師

杏
林
大
学
医
学

部
教
授
大
鳥
正
浩
氏
)

、
日
常一
生

卮
と
医
療
相
談
(
賢
用
無
料
)

問
い
合
わ
せ
先
　
東
京
都
衛
生
局
毋

子
衛
生
課
　
二
二
〒
三
(
三
五

催
し
も
の

経
済
講
演
会

日
時
　
三
月
九
日
(
木
)
午
後
一
時

三
十
分
上
二
時
(
無
料
)

場
所
　
区
産
業
振
興
館
公
会
堂

テ
ー
マ
　
日
本
経
済
の
展
望

講
師
　
日
興
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

理
事
長
　
宍
戸
寿
雄
氏

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
商
工
係

1
6ミ
リ
映
写
機

再
講
習
会

日
時
　
三
月
十
日
(
金
)
午
後
三
時
?

七
時

場
所
　
区
青
年
館
(
西
新
井
大
師
前
)

内
容
　
新
・
旧
映
写
機
の
使
用
方
法

申
込
方
法
　
賢
格
取
得
者
は
修
了
証

を
お
持
ち
の
う
え
「
直
接
会
場
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
員
会
文
化

係
教
養
講
座

日
時
　
三
月
十
一
日
(
土
)
午
後
二

時

場
所
　
区
青
年
館
(
西
新
井
大
師
前
)

演
題
　
『
本
木
村
の
今
昔

』

講
師
　
藤
田
熊
雄
氏

「
足
立
の
古
建
築
」1
門
に
つ

い
て
　
講
師
　
高
梨
英
夫
氏

問
い
合
わ
せ
先
　
教
青
委
員
会
文
化

係
花
の
品
評
会

日
時
　
三
月
十
三
日
(
月
)
午
前
十

時
?
午
後
四
時

場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー
前
ピ
ロ
テ
ィ
(

竹
の
塚
二
丁
目
二
五
番
地
)

参
加
品
目
　
チ
ュ
ー
リ
'
ブ
、
フ
リ

ー
ジ
ャ
、
雪
柳
な
ど

そ
の
他
　
ご
希
望
の
方
に
は
、
お
分

け
し
ま
す
。
ま
た
、草
花
の
栽
培
、

鉢
吻
の
作
り
方
の
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。

共
催
　
花
卉
農
業
組
合
溯
江
支
都

溯
江
自
治
会
連
合
会

問
い
合
わ
せ
　
第
十
六
出
張
所

(
(
三
-
一
四
〇
二

東
部
区
民

福
祉
セ
ン
タ
ー

■
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

日
時
　
三
月
十
四
日
(
火
)
午
前
九

時
～
正
午
　
教
材
麦
-
千
円

持
参
す
る
も
の
　
は
さ
み
、
も
の
さ

し
、
鉄
筆
、
カ
ッ
タ
ー
、裁
ち
板
、

勿
し
ぼ
り

■
つ
ま
み
画
教
室

日
時
　
三
月
十
五
日
(
水
)
午
後
一

時
?
四
時
教
材
費
一
千
五
百
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
は
、各
行
事
と

も
東
都
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　

六
〇
五
I
七
一
〇
一
へ
。

募

集

幼
児
グ
ル
ー
プ
募
集

対
象
　
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
日
?

昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
生
ま
れ

で
、
幼
稚
園
保
青
園
に
通
園
し
て

い
な
い
区
内
在
住
の
幼
児
(
た
だ

し
、
毎
回
母
親
が
同
伴
で
き
る
方

に
隕
り
ま
す
)

期
間
　
四
月
十
四
日
?
九
月
二
十
九

日
ま
で
の
毎
週
金
畷
日

午
前
十

時
～
十
一
時
(
小
学
校
等
の
夏
休

み
期
間
は
除
き
ま
す
)

募
集
人
員
　
三
十
名
(
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
せ
ん
)

場
所
　
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
　
絵
本
、
紙
芝
居
な
ど
の
読
み

き
か
せ
、
体
育
遊
ぴ
、
音
楽
リ
ズ

ム
陋
勳
、
わ
ら
べ
う
た
、
絵
画

、

工
作
な
ど

参
加
費
用
　
無
料

申
込
受
付
　
三
月
十
五
日
(
水
)
?

十
七
日
(
金
)
の
午
前
九
時
～
午

後
四
時
(
た
だ
し
、
正
午
?
午
後

一
時
を
除
く
)

保
護
者
が
来
館
の
う
え
、
お
申

込
み
く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
東
部
区
民

福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
六
〇
五一
七

一
〇
一

会
員
募
集

青
年
サ
ー
ク
ル
講
座

サ
ー
ク
ル
活
動
の
初
歩
か
ら
学
べ

る
楽
し
い
青
年
サ
ー
ク
ル
講
座
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。

「
サ
ー
ク
ル
と
は
な
に
か
」
「
W

年
の
生
き
が
い
」
な
ど
、
講
師
を
ま

じ
え
、
参
加
者
全
員
で
話
し
合
い
な

が
ら
の
講
習
会
で
す
。

日
時
　
二
月
十
六
日
、
二
月
二
十
四

日
コ
二
月
三
日
ご
二
月
七
日
、
三

月
十
五
日
、
三
月
二
十
三
日
、
三

月
三
十
一
日
午
後
七
時
?
九
時

三
十
分

テ
ー
マ
　

「
サ
ー
ク
ル
活
動
の
よ
り

一
一

の
飛
皿
を
求
め
て
」

対
象
　
主
と
し
て
、
サ
ー
ク
ル
活
助

を
は
じ
め
て
間
も
な
い
方
、
お
よ

ぴ
興
味
を
お
持
ち
の
方

場
所
　
区
青
年
館
(
西
新
井
大
師
前
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
貝

会
青
少
年
係

※
な
お
、
講
座
は
二
月
十
六
日
か
ら

始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
途
中
参
加
で

き
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

訓
練
生
募
集

足
立
高
等
職
業
訓
練
校
台
東
分
校

で
は
、
同
和
対
策
事
業
の
一
環
と
し

て
、
製
く
つ
科
の
馴
練
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

資
格
　
製
く
つ
技
能
を
身
に
つ
け
就

歉
、
就
業
し
よ
う
と
す
る
方

訓
練
内
容
　
裁
断
、縫
製
、製
甲
、

底
付
、
多一
製
作
技
能
の
習
得

申
込
期
限
　
三
月
十
五
日
(
水
)

相
談
・
選
考
　
三
月
十
六
日
(
木
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
都
立
足
立

高
等
職
業
馴
練
校
台
東
分
校
(
台

東
区
橋
鳩
一
-
一
上
(
　

　
(
七

六
上
一
九
六
一
)

老
人
教
室
会
員
募
集

四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
次
の
各
老

人
教
室
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

教
室
・
定
員
　
民
謡
・・・
五
十
名

時
吟
…
四
十
名
　
茶
遭
・
;十
五
名

書
遭
…
二
十
名
　
手
芸
…
四
十
名
(

い
ず
れ
も
定
員
に
な
り
次
第
締

切
)

申
込
受
付
　
三
月
十
七
日
(
金
)
午

前
九
時
か
ら
受
付
け
ま
す
。

申
込
先
　
中
都
セ
ン
タ
ー

　
(
八

九一
四
六
六
一

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

区
で
は
薬
剤
敵
布
作
業
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
募
集
し
ま
す
。

期
間
　
三
月
十
五
日
?
九
月
三
十
日

資
格
　
十
(
歳
以
上
の
男
子

賃
金
　
一
日
三
千
(
百
円
(
四
月
か

ら
四
千
百
円
)

勤
務
時
間
　
午
前
(
時
三
十
分
?
午

後
五
時

申
込
・
問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
衛

生
係
へ
。

広
報
映
画
(
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
編
、
防
災
編
、
区
役
所
の
し

ご
と
編
な
ど
)
を
貸
出
中
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
は
、
区

役
所
広
報
課
へ
ど
う
ぞ
。

区
の
お
知
ら
せ
を

「
声
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

―
希
望
者
を
募
集―

区
で
は
、
目
の
ご
不
自
由
な
方
を

対
象
に
し
て
、
区
の
お
知
ら
せ
を
カ

セ
'
ト
テ
ー
プ
に
納
め
、
毎
月
一
回

「
声
の
お
知
ら
せ
」と
し
て
発
行
し
、

貸
出
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
区
の
お
知
ら
せ
記
事
を

中
心
に
、
時
に
は
町
の
話
題
も
取
り

入
れ
る
な
ど
、
親
し
み
や
す
く
エ
夫

さ
れ
、
テ
ー
プ
は
両
面
で
六
十
分
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
、
百
五
十
名
の
方
が
利
用
し

て
い
ま
す
が
、
貸
出
し
希
望
の
方
を

次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

現
在
利
用
し
て
い
る
方
は
継
統
さ

れ
ま
す
。

資
格
　
区
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

原
則
と
し
て
陣
客
一
級
程
度
の
方

申
込
期
日
　
三
月
二
十
日
ま
で

申
込
方
法
　
(
ガ
キ
か
I
`
話
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
パ

ガ
キ
の
時
は

、

「
声
の
お
知
ら
せ
希
望
」
と
明
記

し
、
住
所

、
氏
名
、
年
齢
、性
別

、

障
害
者
手
帳
番
气
I

話
番
号
を

記
入
し
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
広

報
諫
(
〒
Ⅲ
　
千
住
一一
五
〇
)

区 民 カ レ ン ダ ー
( 3月5日～4月4日)

行 事 ・ 催 し 物

足立区で買おう　食べよう　頼もう

入
寮
者
を
募
集

区
勤
労
青
少
年
寮

区
で
は
、
都
内
の
中
小
企
業
に

勤
務
す
る
動
労
青
少
年
の
充
実
し

た
生
活
の
確
保
と
、
社
会
人
と
し

て
の
健
全
な
育
成
を
図

る
た

め

に
、
入
寮
者
を
次
の
要
領
で
常
時

募
集
し
、
受
付
け
て
い
ま
す
。

▽
募
集
人
員

若
干
名

▽
申
込
資
格

(
1
)
単
身
男
子
で
あ
る
こ
と

(
2
)
都
内
の
申
小
企
業
に
助
務
し
て

い
る
こ
と

(
3
)
年
齢
が
膺
十
五
叭
・
薦
二
一
三

歳
ま
で

(
4
)
申
込
日
前
三
か
月
の
平
均
月
収

が
十
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

(
5
)
従
業
員
寮
が
な
い
こ
と
、
ま
た

は
従
業
員
寮
が
あ
る
場
合
も
入

寮
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と

(
6
)
現
在
の
居
住
状
態
が
次
の
い
ず

れ
か
に
骸
当
す
る
こ
と

◎
一
人
当
り
の
居
室
面
積
が

四
・
九
平
方
M
以
下
(

三
畳
未

膺
)
の
場
合

◎
月
額
家
賃
が
平
均
月
収
の
二

十
%
以
上
の
場
合

◎
住
宅
と
み
な
せ
な
い
建
吻
に

住
ん
で
い
る
場
合

▽
寮
の
概
要

・
所
在
地
-
千
住
桜
木
二
丁
目

一
五
一

一
一

一
〇
一

・
規
模
-
鉄
筋
鉄
骨
三
階
(
一

都
二
階
)

・
使
用
料
一
月
額
二
千
七
百
円

・
電
気
料
-
居
室
内
実
費
負
担

▽
申
込
方
法
　
入
寮
申
込
一

、
勤

務
証
明
書
を
持
参
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
用
紙
は
区
役
所

商
工
係
と
区
立
勤
労
青
少
年
寮

に
あ
り
ま
す
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽

せ
ん
に
よ
り
、
入
寮
者
お
よ
ぴ

補
欠
者
を
決
定
し
ま
す
。

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役

所
商
工
係
〒
Ⅲ
千
住
一
-
五
〇

綾
瀬
休
日
診
療
所
が

東
和
保
健
相
談
所
内
に
移
転
し
ま
す

診
療
開
始
は
四
月
二
日
か
ら

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
で

行
な
っ
て
い
る
綾
瀬
休
日
診
療
所

が
四
月
二
日
(
日
)
か
ら
東
和
保

蜷
相
談
所
内
に
移
転
し

、
東
和
休

日
珍
療
所
と
名
称
変
更
し
ま
す
。

な
お
、綾
瀬
休
日
珍
療
所
で
は
、

三
月
五
日
・
十
二
日
・
十
九
日
・
二

十
一
日
・
二
十
六
日
の
休
日
は
、従

来
ど
お
り
診
療
を
行
な
い
ま
す
。

■
診
療
所
名
　
東
和
休
日
珍
療
所

■
所
在
地
　
足
立
区
東
和
四
丁
目

一
〇
一
三
　
東
和
保
健
相
談
所

内
■
電
話
番
号
　
六
二
九
一
七
(
(

一
■
診
療
開
始
　
四
月
二
日
(
日
)

■
診
療
時
間
　
午
前
十
時
?
午
後

四
時

東
和
休
日
診
療
所
の
ほ
か
に
、

区
内
三
か
所
の
休
日
診
療
所
が
あ

り
ま
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。珍

廡
科
目
は
内
科

。小
児
科
で
す
。

診
療
に
は
、
必
ず
保
険
証
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

■
診
療
時
間
　
午
前
十
時
?
午
後

四
時

■
診
療
所

▽
千
住
休
日
珍
療
所
-
千
住
仲
町

一
五
(
足
立
区
医
師
会
館
内
)
　

　
(
七
〇
1
0

四
六
一

▽
竹
の
塚
休
日
診
療
所
I
竹
の
塚

二
丁
目
二
五
-
ニ

ー
(
教
育
セ

ン
タ
ー
内
)
　

　
(
五
〇
!
(
(

〇
一

▽
江
北
休
日
珍
凍
所
I
江
北
六
丁

目
二
(
-
二
〒
一
〇
一
(
江
北

保
健
相
談
所
内
)
　

　
八
九
六
1

四
〇
〇
四

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
保
俾
予

防
係
へ
ど
う
ぞ
。
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お忘れなく
住

民

税の申 告 時期です

提出期限は3 月15日

ことしも個人住民税・所 得税の申告時期

が近づいてきました。個人住民税は、区が

税額を計算して、その税額をみなさ んに通

知し、それによって納税していただく 制度

です。また、所得税は住民税と 違い、申 告

と同時に納付する申 告納付制度です。みな

さんが正しい申告をされること によって適

正な課税がなされます。お早目に申 告され

るよう お願いします。

住民税とは
都や区は、みなさんの日常生活に関係の深

い警察・消防・ごみ・教育・公園の整備など
の仕事を行ない、生活の安定と向上に必要な
役割をになっています。このような仕事に必
要な経費をまかなうために、都や区がその住

民に負担を求める地方税で、最 も主 要な個人
住民税には、都民税と特別区民 税があ ります。

個人住民税は、税金を 負担す る能力 のあ る
人はすべて均等の税額に よって 納税する均等

割と、モの人の所得金額に応じて 納税する所

得割の二つからできてい ます。均等割額は 都

民税が300 円、区民税が1, 700 円、計2, 000 円

です。

所得割額などの算式は次のとおりです。

個 人 住 民 税 の 計 算 方 法

個人住民税 の年 税額= 特別区民税所 得割額十

都民税 所得割 額十均等割額( 2, 000 円)
特別区民税 所得割頷= 課税標 準額× 区民 税税

串( 課 税標 準額により異な る累進税 率) 一税
額控除

都民税所得割 額= 課税標準額× 都 民 税 税 率(

課税標準額 により異なる累進税率) 一税額

控除

課税標準額= 所得金 額( 収入金額一必要経費
・ 事案専従者給与 額) 一所得控除額

□ 所得割額の出し方
下記の速算表( 課税標準額× 税率一速算控

除額) により計算してください。特別区民税
所得割額と都民税所得割額とは別 に々計算し

ます。
〔例〕課税標準額が40万円の場合
400, 000円× 3/ 100- 3, 000円=9, 000円……特
別区民税所得割額
400, 000円× 2/ 100=8, 000円…… 都民税所得
割額

所 得 割 額 速 算 表

□ 税額控除
所得割 額から控 除されるもので、52年 中に

配当所得 があ った場合 に控除されます。

控除額は……
特別区民税分…… 配当所得金額の2. 0%
都民税分…………配当所得金額の0. 8S
ただし、課税総所得金額、土地等にか

かる課税事業所得等 の金額、 課 税 長 期(

短期) 譲渡所得金額の合計額が1, 000

万円を超える部分の配当所得金額につい

てはこの率のそれぞれ半分です。

□ 所得控除
次 の種類があり、 これに該当する場合は、

所得金 額から差し引 くことができます。

1. 雑損控除…… ( 損害金額一保険金などで
うめられた金額) - ( 所得金額× 1/ 10)

2. 医療費控除… ( 支払った医康・医薬費の

総額一保険金でうめられた金額) - ( 所得
金額× 5/ 100) 　 ※ 所得金額× 5/ 100 が5 万

円を超える場合は5 万円とする。 ※ 控除額

の最高限度は200 万円です。※ 領収書の添

付が必要です。

3. 社会保険料控除… 52年中に支払った金額
4. 小規模企業共済等掛金控除… 52年中に支
払った金額
5. 生命保険料控除… 52年中に支払った保険
料が
( 1) 　15, 000 円以下… 全額
( 2) 　15, 001円～40, 000円…支払った保険料

十7, 500 円2

( 3) 　40, 001円～70, 000円…支払った保険料

十17, 500円4

( 4) 　70, 000円超… 35, 000円

※ 年額保険料が9, 000円を超えるものにつ
いては証明書が必要です。

6. 障害者控除… 18万円( 特別障害者は20万

円)

7. 老年者控除… 18万円
8. 寡( か) 婦控除… 18万円
9. 勤労学生控除… 18万円
10. 配偶者控除… 20万円
11. 扶養控除…
( 1) 　配偶者がい る場合… 1 人目から19万円(

( 2) 　配偶者がいない場合… 1人目20万円

2人目から1? 万円
( 3) 　老人扶養親族… 20万円

12. 基礎控除… 20万円

住民税の報奨金…改正
昭和53年度から、報奨金の計算の基礎とな

る金額に限度がもうけ られまし た。 限度 額は

お のおのの納期の税額が25万 円で す。

改正前は、納期前に 納付し た全て の税額 に

対し 報奨金を交 付し まし たが、改正後は、お

のおのの納期の税額が25万円を超 え る と き

は、25万円として計算し交付することとなり、

超え る部分については交付されないこととな

り ました。

所 得 税 ・ 贈 与 税

申告は3月15日まで
申告はもうぉ すみですか。 申告の期限まぎ

わになり ますと、 大変 混みあいます。 手続 き

は お早めにお願いします。

なお、税務 署では、土曜日 の午後 と日曜 日

は、事務を行な ってい ません ので、ご了承 く
だ さい。

また、駐車場が狭い ため、車でのご来署は

ご遠慮ください。

申 告 が

必要です

申 告が 必 要な 方

○ 前年中に所得があった方で、53年1 月1
日現在足立区内に住んでいた方

○ 足立区内I C事務所や事業 所、家 屋敷を 有
し足立区外に住んでいる方

申告をしなくてもよい方
1. 所得税の確定申告をす

る方

2. 翦年中の所得が給与所

得だけで、動務先から 区

へ給与支払報告書が出さ

れた方

3. 翦年中の合計所得が( 控除対象配偶者
と扶 養人数 の計に1 を加えた数× 17万
円) 以下の方
ただし、所得のなかった方、 または31C
該当する方 で、申告 書の届いて いる方

は、非課税証明 書発行などの基礎資料 と

なりますので、申告書 の裏面I C記載( 所

得のなか。た方は生活質の入手先等) し

て提出してくだ さい。

申告書の提出期限
提出期限は3 月15日です。期 限 まぎ わ

は、 大変混み合い ますから、お早目にお願

いし ます。

申告書の提出場所
区役所、第二庁舎、またはもよりの出張

所へ提出してください。
なお、 みなさんの便宜を

は かるた め、次 のとおり、

課税 課職 員が出張受付を行

ない ます ので、ご利用 くだ

さい。

◎ 3月10日( 金) 11日( 土) 【冫場所…常東

出張所、第3出張所～第12出張所

◎ 3月13日( 月) 14日( 火) O場所…第13

出張所～第20出張所、東綾瀬出張所、東栗

原出張 所、 鹿浜出張 所、 花畑出張 所

時間は日日( 土) を除き午前9時～午後
4時。卜日は午前9時～正午。

くわしくは、区役所本庁舎 または 第二庁
舎 の課税 課へ。

問 い 合 わ せ
■ 住民税については

区役所第一課税係…… … … … … 882- 1111

第二庁舎第二課税係… … … … … 889- 6161

■ 所得税については

足立税務署… … … … … … … … … 888- 6241

西新井税務署…… … … … … … … 840- 1111

貴重な財源
特別区たばこ消費税
あ なたは、 たぱこをどこでお買い1こなり

ますか。 勦め先ですか、 それとも近所のた

ぱこ屋 さんですか。

たばこは
区内で

買いましょう

区 の収入 の中に

特別区 たぱこ 消費

税とい う税金があ

り ます。

これは、区内で

売れたたばこの数

によって、区にお

金が入ってき ます。52年度は1 本あたり約1
円21銭が区 の収入となり ますが、年間の

金額にすると大変な額になり ます。51年度

には12僮円が区に入り ました。この金額は、
例えぱ保育園を建てるとすると、土地代、建

築費 も含めて、二つの保育園ができ ます。

たばこをお賈いになるときは、ぜひ区内
で賈うようご協力ください。
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